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2017年 7月 1・2日に桐蔭横浜大学で開催されました日本体育科教育学会2日目のラ

ウンドテーブルにて、「桐蔭横浜シュウマイラウンド」が行われました。全国各地から大学

関係者、都道府県教育委員会等指導主事、現職教員、大学院生、学部生等27名の参加をい

ただきました。ネットワーク常連の先生方から初参加の先生方まで多彩な顔触れで、短い時

間ではありましたが、有意義なディスカッションが展開されました。 

 

１．体育・保健体育ネットワーク研究会の紹介・これまでの変遷、HPの紹介  

桐蔭横浜大学の佐藤豊先生より、体育・保健体育ネットワ

ーク研究会の紹介、これまでの活動について、またタブレッ

トを用いて、ネットワーク研究会のホームページの紹介があ

りました。 

 

２．グループディスカッション 

参加者を職種や校種等シャッフルした 5 グループに分け、それぞれのグループで、ネッ

トワークの意義や価値・役割、また現在、これからに向けての課題についてディスカッショ

ンが行われました。その後、各グループで出た意見等について、代表者から発表があり、発

表されたテーマに基づき、全体で意見交換が行われました。 

＜ディスカッションされたテーマ例＞ 

①単元構造図ワークショップの今後の展開 ②海外ラウンド・海外の教育動向  

③現職教員の立場から感じたネットワークの意義・価値 ④カリキュラム・マネジメント 

⑤学習指導要領の例示 ⑥教育財政 ⑦国から現場への情報伝達 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

ごちゃまぜグループ編成に、参加者全員が一言ずつ発言の機会があったのもネットワーク

ならでは！！2011 年から始まったネットワークも 7 年目を迎え、今後の広域連携の在り

方について非常に有意義な意見交換の場となりました。         （文責：栫） 


